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アボト博士「太陽」新版出づ
山　本一清
　：米國スミソン學院Smithsonian　Institutionの天膿物理天文塁長アボト氏
C．G．　Abbotが「太陽」THE　SUNを書いたのは今から19年も前のこS
である．之れは元來アメリカに於ける太陽研究の先三者ヤングC．A．　Young
博士の著「太陽」にあやかり，尚ほ此のヤングの書が三時証に絶版になっ
てゐfのを残念に思ひ，其れに代るつもりで書かれたものである．しかし
此のアボト氏の初版さへも今は容易に手に入らなくなり，叉，最近年の太
陽研究の進歩によって，　1911年の初版の内容は可なり時代おくれになっ
て了つたので，塗に今度第こ：版を出版するやうになったのを三三に，いろ
いろ改訂増補せられkものである．
　今，此の第二版を手にして見るll　，大禮の罷裁も，内容も，豫期しtcほ
さに攣ってみない．此の新版の序文εして，
　『19U年E1928年εの間には，太陽に關する吾々の見方が大憂化を來
　したここは確かである．殊に其の最も重大な相違は，太陽内部の性質に
　關する考へが，エデントシの古典的論文ミ，原子の内部に回する吾人の
　知識が大に進んだこεしによって新しくなつkこ書Nである．
　　太陽の本質が（但し其の中心部を除いて）全く氣禮であり，輪廓が
　はっきり見えてみるのは軍に光學的及び幾何學的理由によるのであって，
　決して光球が雲のやうなものではないEいふ考へは，著者が1911年の
　頃に深く注意を起し，論議を回したものであるが，此の考へは（僅かの訂
　正だけで）今は勿論確立しte．從って，薔式の説は只もは空歴史的の興
　味があるのみである．
　　多くの研究がなされて，太陽輻射線のエナiジ1に關する吾人の知識
　は壇大した．此の輻射線の，殊に全輻射だけでなしに，かの近年盆々重
　要視せられる紫外線の規則的な測定が組織化されて來た．太陽輻射の研
　究が入の大なる興味を惹くのは，保健，氣候，無線通信，其の他多くの
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　地上の問題が關写する所多いからでもある．
　　太陽スペクトル線の波長の精密な測定や，其の解繹も近年大進歩をし
　た・叉，年の進みミ共に，日蝕観測の新しい機會も與へられtこ。
　　ひに「太陽」の再版に當って，すっかり書き改めないで好い程度に
　於いて新知識は成るべく多く探り入れ，誤りを訂正し叉は省略するこε
　にカめナこ．』
ε書いてみるので，此の書の内容はほN“見當が付くわけである．
　各ページを見て行くうちに，上記の序文の最後の一節の努力が忠實に守
られてみる二Sが明らかに眼につく．書物の始めから終りまで，殆んさ絡
てのページの頁目も字くばりも初版のまNであって，只，最後に頁数が第
433頁で終ってみるのは（初版は448頁），主εして，最後の第八章「星々
の中に於ける太陽」の大部分を近代的に書き換へたからである．其の他に
尚ほ大に書き改められkのは，第六章「太陽εは何ぞや」ざ，第七章「地
球の熱源εしての太陽」Sである．しかし此の母国ミもに，章の終りの頁
歎は初版S同じであるから，書き換へはよほさ巧みに行はれてるる．
　すこしうがち過ぎた言ひ方であるが，此の第二版は，（出版杜の都合もあ
っkのだらう）なるべく初版の紙型を其のまN利用しやうε力めkものら
しい．それで，第46頁や第60頁や第89頁なさ・を見ても，初版ε新組み版ε
の匪別が明らかに見えてみるし，一つ滑稽なこεには，第299頁の第3行
目に，元の紙型の切り取り方を誤って，ingεいふ文字が置き忘れられて
みるのは氣の毒でもある！！
　しかし，再版書の方針ミしては，實は之れで好いのであって，自分は何
も藷い紙型の利用を嘲ふのではない．マイケルソンの光線速度の新しい慣
や，太陽の門門温度の藪下や，．其の他，最近の物理研究から得られた幾つ
かの恒敷を，面倒も厭はすに蕉紙型の中へはめ込んだ忠實さは感心である．
かくて，此の書は何ξ言っても，現代的に目出たく甦った立派な　「太陽」
書Sして，推賞するに足るものである，
　此の書は，嚴密に言へば，通俗書である．しかし自分が思ふに，一・髄書
物霊いふものは此の位の程度が最：も健全なのであって，「專門家も座右に
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具へなければならない通俗書」ごいふのが，いはΣ哩想的である，一一〉一
いふ意味は，忌門家にも通俗者にも讃まれる書物，換言すれば書物εして
ひろく馴れる書物こいふこミであって，從って，出版書犀にも利盆の多い
書物であるεいふ意味である．世には，專門家のために好いけれさ，さつ
ばり通俗人士に推薦出來ない書物がある．之れを以って出版屋は一もうけ
しやうミして世間の大衆を釣らうミするから，いろいろの無理が出來る．
尤も，自費出版ならば格別である．いやしくも，書物を書いて（殊に日本
語で書いて），明らかに費り得ないものを，只，廣告文によって大衆入を釣
らうεするのは良くない．我が國にも，アポF氏の，此の程度ならば，著
者も，出版屋も，讃者も，皆が喜ぶであらう．
事　務室　よ　り
　昭和五年年頭に際し，會員諸君から，激働の年賀駄を多趣頂きましナこ事
を厚く御禮申上けます．
　四年末で合誹の締切を致しましたから御報致します．會員諸君の甚大な
御後援により，叉時節柄小計の方も非常な節約を断行した爲め，幸に次の
様な結果を得ました，
　　昭和四年中の政入
　會費及観測部費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3、056．68
　蜜上代金，天界，恒星圖，エ2、ガキ等の費上　　　　　　　　　　　369。72
　廣告料　　　　　　　　　　　　　　　　　165．一
　雑　　盆年鑑印視，入會金，寄附金，振替貯金利息等　　　　　330．98
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3，922．38
　　　　　　　　　　支出
天界，天丈語藁，天界総目録作成の費用
別刷費用
通信費　天界，プソテン，其他の迭料，通信費一切
雑　　費　封筒，筆紙，年鑑作成費用，諸手数料其他
印刷費　恒星圖，攣光星星圖の印月回
襯測部費　プンテン印刷費其他
事務費
2，758．一
　66．89
186．62
144．34
　44．25
　60．一
600．一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3，860．10
差引62．28の亭亭金は前年度までの損失金の償却に當てる
　　　　　　　　　　　　　　　含　　計　　　池田　政晴
